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●サッポロスマイル運用協力 

（サッポロホールディングス） 

期間：通年 

商標使用申請案件について、審査のお手伝いをしています。 

 

●大通公園 8 丁目会場の花壇設営：「リラの会」との協働 

（サッポロビール） 

期間：2022 年 4 月～10 月 

 

 

●在札幌ドイツ連邦共和国名誉領事事務所・在札チェコ共和国名誉領事館を設置 

（サッポロビール） 

期間：通年 

サッポロファクトリーフロンティア館３階のサッポロビール事務所内に

設置しています。 

 

●さっぽろ夏まつり「ＴＨＥサッポロビヤガーデン」 

（サッポロビール） 

期間：7 月 22 日～8 月 17 日 

大通ビアガーデン８丁目会場にて「ＴＨＥサッポロビヤガーデン」を

開催し、売上の一部を札幌市へ寄付致しました。 

また、会場では札幌・ミュンヘン姉妹都市提携 50 周年を記念し

特別醸造した「開拓使ミュンヒナー」を販売し、メニューや看板等

の記念ロゴを掲出しました。 

8 月 11 日～14 日の期間にはオリジナルうちわの配布も行いまし

た。（1500 枚） 

 

 

 

 

・スポーツを楽しみ、健康づくりを推進するまちづくり 

・都市の魅力と賑わいを生み出すまちづくり 

・食の安全・安心を通じた人と環境にやさしいまちづくり 

・子どもの健やかな成長を支えるまちづくり 

サッポロホールディングス株式会社・サッポロビール株式会社 
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●さっぽろ圏高齢者運転免許証自主返納支援制度におけるサービス提供 

（新星苑・サッポロライオン） 

期間：通年 

内容：サッポロビール園、さっぽろ圏内のサッポロライオン各店にて生ビール 1 杯サービスを行っています。 

 

●札幌市アイヌ文化 PR コーナー（サッポロファクトリー３条館１階） 

（サッポロ不動産開発） 

札幌市のアイヌ施策に関する PR コーナーとして、アイヌ文化に関連

した様々な資料を展示しています。 

 

 

 

 

 

●札幌市内の小学 1 年生（約 15,000 人）に交通安全標語付きファイターズユニフォームを配布 

（ポッカサッポロ） 

実施時期：7 月中旬 

 

 

 

 

 

 

●レバンガ北海道観戦シート「ネクストジェネレーションシート」を寄贈 

（ポッカサッポロ） 

児童養護施設や母子支援施設に入所されている子供たちを対象に、

シーズンシートを寄贈。 
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平成21年1月8日 締結

・未来を担う子ども達が健やかに育つまちづくり

・安心・安全で誰もが健康に暮らせる、人と環境にやさしいまちづくり

・観光・文化・スポーツの振興を通じた、都市の魅力が輝くまちづくり

・地域の連携・協働を進めるまちづくり

北海道コカ・コーラボトリング株式会社

未来を担う子ども達が健やかに育つまちづくり
①オンライン工場見学への取り組み
安全・安心に社会科学習や研修を行うことができるよう、各種学校・団体向けにオン
ライン工場見学を実施しています。通常の工場見学ではご紹介していない「い・ろ・
は・す天然水540ml」の製造現場や、様々な機械の映像をお届けするとともに、
PETボトルの水平リサイクル「ボトルtoボトル」の説明を通して「廃棄物ゼロ社会の
実現」の大切さを伝えています。また、案内員がご要望に合った解説を行い、最後
には質問タイムを設けてその場でお答えするなど、双方向でコミュニケーションが
取れるオンライン工場見学です。

安心・安全で誰もが健康に暮らせる、人と環境にやさしいまちづくり
①災害時における飲料水の供給及び消火用水等の供給協力

災害時には防災協定に基づき、飲料水の供給を行っております。この災害時の飲料水の供給に関し、
北海道胆振東部地震の際、発生当日から札幌市の要請に応えたことが認められ、2019年1月に札幌市から、
「平成30年北海道胆振東部地震における応急支援物資の供給等に係る感謝状」が贈呈されました。また、
非常時には、当社工場の排水処理施設「ラグーン」の水を消火用水として供給いたします。札幌工場は
災害応急用（生活用水）協力井戸にも指定されております。

②電光掲示板付き災害対応型自動販売機を活かした防災・防犯への協力
自動販売機上部の電光掲示板は、自治体や警察署からの防災・防犯の啓発

メッセージ配信を通じて、防災や防犯に役立てられています。2022年8月30日～
９月5日の防災週間では、札幌市民への防災活動の普及啓発のため、市内に
設置された68台で防災標語を配信しました。また、災害時には自治体の判断で
飲料の無料提供を行うことで、ライフラインの確保に貢献します。

③白旗山の森づくり事業、環境教育事業
札幌市と2011年6月に締結した「環境事業に関する協定」に基づき、当社工場

の水資源の源泉である白旗山都市環境林内において、札幌市森林組合、地元
の学生、企業、市民団体等と連携した長期的な森づくりに取り組んでいます。
具体的には、札幌国際大学、北海道オール・オリンピアンズと3者で「スポーツと
環境～スポーツの未来を守ろうin白旗山～」をテーマに、白旗山での植樹活動
および講演イベントを実施しました。

観光、文化、スポーツの振興を通じた、都市の魅力が輝くまちづくり
①札幌円山動物園での取り組み

道央圏における代表的な観光・教育施設の札幌円山動物園において、「nature
café EARTH（ネイチャーカフェ アース）」を運営。来園者のくつろぎの場として、
また自然環境の大切さを楽しく学ぶ場として活用いただいています。また、2019
年には「ゾウさんのタッチシアター」をオープン。ゾウ舎内観覧通路の壁に映し
出された映像や音を通して、ゾウについて能動的に学ぶことができる体験型
コンテンツを開設しています。
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②地域のお祭りを応援
各地域でのお祭りの賑わいづくりにも協力し、魅力あるまちづくり

に向けた取り組みを推進しています。さっぽろ雪まつりでは、
同イベントを広くPRするとともに、観光客の皆様に札幌の魅力を
伝えるため北海道限定デザイン缶を発売しています。また、
YOSAKOIソーラン祭りでも北海道限定デザイン缶を発売している
ほか、参加チームに対する給水所設置による水分補給のお手伝い
や、札幌国際大学YOSAKOIソーラン部「コカ･コーラ札幌国際大学
チーム」の応援を通じてお祭を盛り上げています。

地域の連携、協働を進めるまちづくり
①市制100周年記念事業を応援

若者世代を始めとした幅広い世代の市民に改めて札幌のまちへの愛着や
誇りを深めてもらうことで、次の100年も札幌が輝き続けるための契機となるよう、
PR活動に協力することで気運醸成を図りました。具体的には、札幌市の魅力を
未来につなぐシンボルとなるキャッチフレーズとロゴマーク募集の優秀作品に
当社の「い･ろ･は･す 天然水」を進呈したほか、PRステッカーを当社の営業車両
に掲示しています。

②各区とのパートナー協定（区民が主体のまちづくり推進）
札幌市全10区とパートナー協定を締結しています。各区のふれあいや賑わいの応援、各区のシンボルで

ある資源（観光地、食品、文化、マスコットキャラクターなど）の活性化を応援するため、電光掲示板付き
災害対応型自動販売機を使った情報発信のほか、市民の安心安全な生活に向けて区役所に抗ウイルス・
抗菌ガラスコーティングの塗布施工を実施する取り組みや、自動販売機の売上の一部を寄付する活動、
区民とともにイベントへ参加、各区のアダプトプログラムや環境美化活動に参加する等、地域ごとに協議
して地域課題解決に向けた様々な活動を推進しています。

[活動例]
①清田区 … 旧道の日景観アップ活動、あしりべつ桜並木通花植え、ふれあい除雪ボランティア
②北 区 … 防犯カレンダー作成、防災訓練への参加
③白石区 … タイルアートへの参加、白石区のふれあい事業への支援
④西 区 … 西区の環境保全活動への支援、SDGs推進企業として西区ホームページに掲載
⑤厚別区 … 防犯ネットワークへの参加、地域生活安全週間に啓蒙活動を実施
⑥東 区 … 生活に密着したウォーキング普及事業に協力、札幌黄ブランド化推進協議会への支援
⑦中央区 … アダプトプログラムによる清掃活動、札幌文化芸術劇場 hitaruスポンサー
⑧南 区 … 花植えプロジェクト、WEB版南区U-40アートフェスティバルへの支援
⑨手稲区 … 安全・安心見守りネットワーク事業への参画、手稲区合同認知症カフェへの支援
⑩豊平区 … リンゴ植樹・花壇整備時の人員応援、わくわくとよひらんどへの参加

②地域の大学との包括連携協定
産学協働でのSDGs推進に向けた取り組みによる地域創生や社会課題の

解決を目指すため、各地域にある大学と包括連携協定を締結しています。2022
年8月「学校法人札幌国際大学」および「学校法人札幌国際大学短期大学部」と
協定を締結し、学生と「清田区オリジナルモクテル」の開発を進めているほか、
清田区でのサスティナビリティ活動を協働で実施する予定となっており、地域
社会の更なる発展を目指しています。
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平成21年1月23日 締結 平成26年1月30日 改定

・地域とともに環境行動を実践するまちづくり
・災害に強い、安心・安全なまちづくり
・ボランティアなど市民の主体的な活動を応援するまちづくり
・障がい者の自立支援を通じた、ぬくもりあふれる共生のまちづくり
・文化芸術振興支援を通じた創造性を育むまちづくり

イオン株式会社・イオン北海道株式会社・株式会社ダイエー

◆ご当地ＷＡＯＮの寄付を通じた支援活動。

①札幌市のご当地ＷＡＯＮ「創造都市さっぽろＷＡＯＮ」
２０１４年３月発行の電子マネー「創造都市さっぽろＷＡＯＮ」は、
「ご当地WAON」の趣旨に賛同していただいた会員様の、
ご利用金額の一部を会員様に代わって札幌市に寄付し、
札幌市の文化芸術振興にご利用いただく仕組みとなっており、
イオングループで本年は約７７５万円、累計で約４,０９１万円を寄付させていただきました。
これらは、札幌の夏を彩る音楽イベントであります「パシフィック・ミュージック・フェスティバル
札幌（ＰＭＦ）」や、市内の全小学校６年生を札幌コンサートホールに招待する「Kitara ファース
ト・コンサート」、劇団四季「こころの劇場」 (今秋～２０２２年度は対象校に動画配信での活動)の支援
などの子どもの文化芸術体験事業に活用されています。２０２２年１０月までの「創造都市さっ
ぽろＷＡＯＮ」カード累計発行枚数は、全国で１３４，０５４枚となり、イオンが発行する全国で１５
９以上あるＷＡＯＮの中でも 有数の利用率を誇る市民の皆さまから愛されるご当地ＷＡＯＮに
成長しています。

②札幌市第２のご当地ＷＡＯＮカード「SAPPORO❆雪ミクＷＡＯＮ」
２０１７年２月発行「SAPPORO❆雪ミクＷＡＯＮ」も同様に、本年は
約５２２万円、累計で約１,４８６万円をイオングループが会員様に
代わって札幌市へ寄付、こちらは札幌市の観光振興に活用されて
います。市民の皆さまのみならず国内外の観光客の方々にも大変
人気のＷＡＯＮで、２０２２年１０月までに累計１５０，８４７枚が発行
されました。

※iOS版「WAON」アプリでも、限定バージョンを除く「ご当地WAON」は発行が可能です。
その際、発行手数料は無料になります。

◆イオンモール札幌発寒にて「イオン ｄｅ パラスポ」を道内初開催

「イオン ｄｅ パラスポ」は、ご来店される多くのお客さまに、パラス
ポーツの体験や交流イベントを通し、多様な方々が相互に支え合う
心のバリアフリーへの理解を深めていただくことを目的に２０１９年か
ら全国のイオンで開催しております。北海道では、札幌市や一財）札
幌市スポーツ協会に共催いただき、５月２９日（日）イオンモール札幌
発寒にて初めて開催しました。イベントでは、シットスキーやボッチャ
の体験会のほか、トークショーや、みんなで応援！パラスポーツの魅
力発信展などを実施しました。 【イオンモール札幌発寒】

その後、７月９日（土）・１０日（日）イオンモール札幌発寒、８月６日（土）・７日（日）イオンモー
ル札幌苗穂で札幌市、一財）札幌市スポーツ協会、一社）札幌市障がい者スポーツ指導者協
議会とともに「イオンdeパラスポ」を開催いたしました。（ボッチャ体験会）
イオンは日本パラスポーツ協会（JPSA）オフィシャルパートナーでもあり、引き続き「イオンde
パラスポ」を通じて、多様な方々が相互に支え合う心のバリアフリーの理解醸成を進めてまい
ります。
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◆札幌市内のイオン店舗にてマイナンバーカード申請の出張受付を設置

札幌市のマイナンバーカード取得率向上に向け、２０２１年
よりマイナンバーカードの出張申請の受付会場の設置に
協力しています。２０２２年度におきましてもイオンモール
札幌発寒、イオンモール札幌平岡、イオンモール札幌苗穂、
イオン札幌栄町店、イオン東札幌店、イオン札幌元町ショッ
ピングセンターにて実施しております。開始以来１０月末
までのご利用者は累計３４，６４０名となりました。

【マイナンバーカード申請の出張受付】

◆イオン札幌平岡店で「フードドライブ」をスタート

食品廃棄物削減に関する理解促進と活動への協力推進を目
的に、２０２２年６月よりイオン札幌平岡店において「フードドラ
イブ」の取り組みをスタートしました。イオン札幌平岡店では、
毎月５日～11日に実施しており、集まった食品は「ひらおか子
ども食堂♭（ふらっと）」を開催するＮＰＯ法人たすけ愛ふくろう
清田や、（公財）札幌国際プラザを通じて、地域の方々や外国
人留学生など必要とする人々へお届けしています。

【フードドライブ食品回収ボックスの設置】

◆「札幌市マイナポイント手続きリモート支援窓口」を開設
マイナンバーカードのより一層の普及促進を図るため、

札幌市と連携して、９月５日(月)より「イオン」「イオンスーパー

センター」１０店舗において、店内にあるモバイル端末を自身

で操作しながらビデオ通話を使った専用オペレーターによる

遠隔支援を受けることができる「札幌市マイナポイント手続き

リモート支援窓口」を開設しました。

マイナンバーカードをお持ちの方は自治体の窓口等に行か

なくても、お買物ついでに店舗でマイナポイントの申込みに

ついてのご案内・手続き支援を受けることができます。

(※当社での展開は、１１月３０日(水)にて終了。)
【店舗設置のイメージ】

◆コロナ禍で活動出来なかった清掃活動を３年ぶりに復活！
「拡大イオン・デー クリーン＆グリーン活動」豊平川河川敷の清掃活動を実施
イオンでは毎月１１日を「イオン・デー」とし、その一環として地域の清掃等のボランティア活動
を行う「クリーン＆グリーン活動」を実施しております。
国が定めた３Ｒ推進月間である１０月は、通常の活動
より範囲を拡大して行うもので、エリアごとに店舗周辺
や公共の場などの清掃活動を行います。
札幌市内では、１０月１日（土）にイオングループ各社
従業員と、北海道、札幌市の職員の方々合わせて
約５００人で豊平川河川敷の清掃活動を実施しました。

◆冬の交通安全運動 交通安全啓発イベントを実施

札幌市内での人身交通事故発生件数は前年を上回り、交通
事故による死傷者数も増加傾向にある中、冬の交通安全運動
期間 に合わせ、交通安全に関する気運を醸成し、交通事故の
抑止を図るべく 、 札幌市、札幌市交通安全運動推進委員会、
北海道警察本部交通機動隊、札幌方面西警察署とイオン北海
道が交通安全啓発イベントを協働で開催しました。

【イオンモール札幌発寒の展開】
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「観客動員連動型社会貢献プログラム『FOOD COUNTER プロジェクト』」 

 
 

日本ハムグループと北海道日本ハムファイターズは共同で、ファイターズ主催試合にご来場をいただいた観客 
動員数に 1 円を乗じた金額分の日本ハム商品及び製品を北海道内に所在する自立援助ホーム等へ食品支援する
「観客動員連動型社会貢献プログラム『FOOD COUNTER プロジェクト』」を 2016 年より実施しております。 
2022 年シーズンの観客動員数は 1,291,495 名、7 シーズン累計 10,207,607 円の日本ハム商品及び製品を提供  
いたしました。2020 年シーズン以降は新型コロナウイルス感染症の影響により、無観客での開催や入場者数の
上限などを余儀なくされていましたが、今シーズンは交流戦以降制限を撤廃し、終盤は満員となる試合も   
ありました。また、2020 年には「シーズンシート 2020」のご契約者様の中から「SC 活動（社会貢献活動）への
ご協力」として頂いた寄付およびチャリティーオークション等の収益を基金として積み立てております    
「ファイターズ基金」より、2,000,000 円相当を『FOOD COUNTER プロジェクト』に充当しております。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
<2022 年支援先> 
・北海道内の自立援助ホーム  ：17 施設 

  （うち札幌市内は 8 施設） 
・こども食堂北海道ネットワーク：110 団体 
（うち札幌市内は 73 団体） 

 日本ハムマーケティング株式会社 

株式会社北海道日本ハムファイターズ・株式会社ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント 

・未来を担う子供達が健やかに育つまちづくり 

・北海道の食の魅力を生かした活力あふれるまちづくり 

・健康と環境を大切にする人と環境にやさしいまちづくり 

・スポーツに親しみ、誰もが生き生きと暮らせるまちづくり

り 
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　本年は、コロナ禍で取組みを自粛しておりましたフリースクール向けの出前授業を再開する事が出来ました。
児童・生徒さまのご参加希望者が、増えた事により二回に分けて開催し、ご体験頂く事とさせていただきました。
　フリースクールでは、普段給食が無く、『食』について学ぶ機会は多くありません。そこで、調理体験を通して『食』
に対する興味を持ってもらい、食べる事の大切さをはじめ、バランスよく食べる事、食物アレルギーに対する基本的
な知識を学んでいただく機会とさせていただきました。

【第一回】 2022年9月21日(水) 10時00分～12時00分 ご参加者 30名

【第二回】 2022年9月21日(水) 10時00分～12時00分 ご参加者 30名

【会場】　 札幌市中央卸売市場内調理実習室

【講義内容】　
❶　食と健康・食物アレルギーについて講義　

❷　ハムやソーセージを使った『飾り切り』の体験と実習

【実施画像】　

2022年度　日本ハムマーケティングの取組み
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